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大形機用オペレーティングシステムVOS3の機能拡張

一高度情報通信処理システムへの対応-
Extension ofVOS3SYStem

高機能ワークステーション,ネットワーク,高付加価値アプリケーションなどに

よる高度情報通信処理システム実現のために,システムの中核にあるVOS3システム

は,2Gバイト空間を使用した大形プログラムの`実行,ダイアディックプロセッサの

有効利用などによ-)高性能･大規模システムの実現にこたえている｡また,システ

ムの広域化に対応するため,高速通信メディアのサポート,ネットワーク管理機能

など各種ネットワーク機能を強化した｡データベースは,その管理対象規模の拡大

とリレーショナルデータベース,構造型データベースを1システムに統合して幅広

い利用を可能にしておr),対話システムはメニュー方式による対話業務実行管理と

言語･エディタ･デバッグの連携強化により使いやすく,生産性の高いシステムに

なっている｡

ll緒 言

最近の高度情報通信処理システム実現の要求は目覚ましい

ものがある｡このニーズに対応するため,今回HITAC Mシ

リーズ最上位機種M-680H,M-682Hなど高性能ハードウェア

の開発と,最上位オペレーティングシステムVOS3(Virtual

storageOperatingSystem3)の大幅な機能拡張を行なった｡

既にこれらの製品は出荷を開始し,各方面で使用されている｡

VOS3システムの機能拡張は,以下の三つの柱から成ってい

る｡

(1)高性能,大規模システムを実現するVOS3基本制子卸,ネ､ソ

トワーク機能の強化,拡張

(2)大規模データベースを実現する統合型DB/DC(Data

Base/Data Communication)システム

(3)利用者の使い勝手を向上させ,OA(Office Autom計

tion),効率的なシステム開発を実現する新対話システム

本論文では,これらの機能拡張の背景と,上記(1)の槻能強

化,拡張のうち特長的な以下の点について詳細を説明する｡

(1)拡張アーキテクチャ(31ビットアドレッシング機能と拡張

チャネルシステム)対応機能

(2)大量データセットアクセス機能及び件能･操作性の向ヒ

を図ったデータセット管理機能グ)拡張

(3)広域ネットワーク機能の拡張

臣l 市場動向とVOS3システム機能拡張のねらい

図1に,情報処理分野の市場動向とVOS3システム機能拡張

のねらいをまとめた｡

2.一 市場動向

情報処理分野の動向は,特定業務でのEDP(Electronic

DataProcessing)処理量の増大ばかりでなく,対象業務範囲

と利用者層の拡大にあり,今後の低価格かつ高性能･高機能

エンドユーザー機器(ワークステーション)の適用により,そ

の傾向はますます顕著になっていくことが予想できる｡すな

わち,ユーザーの要求は大形システム内のデータ,プログラ

ムをネットワークを経由して,エンドユーザー機器から谷易
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に使用できる環境の実現にあり,ニューメディア,各種ネッ

トワークの高度サービスとあいまって,図1に示すシステム

形態が一般化しつつある｡

2.2 VOS3システム機能拡張のねらいと概要

(1)大規模･高性能･高信相性システムの実現

システムOA,CAD/CAM(C()mputer Aided Design/

Computer Aided Manufacturillg)などの技術計･算及び高ト

ラヒックなオンライン処理などを実現するためには,大形プ

ログラムの高速実行,大容量データの安全かつ高速なアクセ

ス機能と連続運転の実現のための基本機能の充実,強化が重要

である｡この点に関しては,特に基本制御部分とデータ管王里

処理を中心に以■‾Fの拡張を行なった｡

(a)31ビットアドレス機能により,2Gバイト(2,048Mバイ

ト)空間を使用する大規模DB/DCシステムの実現と大形プ

ログラムの実行管理の1実現

(b)高性能ハードウェアと一体になった高処理能力システ

ムM-682Hダイアディックプロセッサ,拡張チャネルシステ

ムなどと適合したOS(Operating System)に拡張するとと

もに,Ⅰ/0(入出力)系の高速･大容量化に対応

(c)人容量データセットの安全かつ高速なアクセスを実現

するため,データセット管理機能を大幅に拡充,強化

(2)高度情報通信処理システムのインフラストラクチャとL

て,拡張性の高いネットワークシステムの実現は大きな要素

である｡ネットワーク機能の拡張は,ネットワ【クを核とし

たシステムの運用機能の強化と,更に利用者の拡大,広j或化

を支援する商用ネットワークサービス､ニューメディアサー

ビスヘの対応強化である｡

(3)大規模データベースを実現する統合型DB/DCシステム

ⅩDM(Extensible Data Manager)

経営戦略決定を支援するデータから従来のオンライン業務

用のデータまで,多様なデータを格納,管理する機能が必要

となる｡このため,ⅩDMはデータベース容量を飛躍的に拡人

し,リレーショナルデータベースと構造型データベースを一
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図l高度情報通信処理システムとVOS3システムの機能拡張

を示す..

つのシステム内に統合して,定型から非定型まで含めた幅広

い業務に対応可能となっている｡また,ダイアディックプロ

セッサなど高性能ハードウェアとの連携を強化した処理方式

を寸采用して,データベースの高速アクセスを可能にしている｡

(4)利用者層の使い勝手を向上させ,OA,効率的なシステム

開発を実現する新対話システム

ネットワークを経由した広域システムの実現,EDP範囲の

拡大により,エンドユーザー層の拡大は目覚ましいものがあ

る｡このため,MODEl(Multi-media Open-ended Dialogue

Environmentl)を中心にした新対話システムでは,日本語,

図形など各種情報メディアの利用と,分かりやすいパネルを

用いた業務の実行管理などの基本機能を統･一的インタフェー

スで寸是供している｡また,各種OA支援用のアプリケーション

と開発支援システム(EAGLE2:Effective Approach to

Achieving High LevelSoftware Productivity2)などの機

能を拡充し,システム全体の生産性向上を支援している｡

なお,本論文では,上記(1),(2)を対象とし,(3),(4)につい

ては後続の論文で説明する｡

田 拡張アーキテクチャの対応強化

3.1拡張アーキテクチャの概要

拡張アーキテクチャは,既存の24ビットアドレッシングア

ーキテクチャの延長上で31ビットアドレッシング機能によっ

て2Gバイトまでの記憶領域をユーザーに提供し,また拡張チ

ャネルシステム(ECS:Extended ChannelSystem)により入

出力の高能率化をねらったものである｡VOS3/ESl(VOS3/

Extended System Productl)は,この二つの拡張機能をユ

ーザーに提供している｡
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左図に示す高度情報通信システムの期待(市場動向)にこたえる新製品と機能拡張部分

3.2 拡張アドレッシング機能のサポート

(1)2Gバイトの記憶領域を実現

VOS3/ESlでは,ジョブごとに最大2Gバイトの仮想記憶領

i或の利用が可能である｡

図2に仮想記憶構成を示す｡

仮想記憶構成は,システムで共通に使用されるプログラム

とその作業領i或を16Mバイト境界を中心に配置し,ユーザー
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図2 仮想記憶構成 拡張アドレッシング機構をサポートするVOS3/ESl

の仮想記憶では,ユーザーに提供するジョブ国有領域の拡大が行なわれている｡
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に提供する領域は16Mバイト未満のジョブ固有領域と16Mバ

イト以上に配置された拡張ジョブ固有領域の2種類である｡

これらは24ビット及び31ビットアドレッシングの二つの実行

モードのために設けている｡この二つのジョブ固有領域の便

用は,プログラムが明示的に指定することもシステムが自動

的に決定することもできる｡

(2)ジョブ固有領域の拡大

VOS3/ESlでのジョブ固有領〕或の拡大には二つのねらいが

ある｡第1は,16Mバイト以上の領域に新たに用意した拡張

ジョブ固有領域であI),第2は,16Mバイト未満のジョブ固

有領域の拡大である｡これは,システム共通領]或に含まれて

いたシステムプログラムとその作業領i或を,極力16Mバイト

以上の拡張システム共通領域内に移動することによって実現

している｡その結果,VOS3/ESlでの16Mバイト未満のジョ

ブ固有領域は,VOS3/SP21(VOS3/System Product21)の

ジョブ固有領土或に比べて拡大しており,24ビットアドレッシ

ングモードのプログラムに対して,よi)広い記憶領域を提供

することができる｡

VOS3/ESlへ移行したある顧客の例では,約4Mバイトの

ジョブ固有領域の拡大を確認している｡

(3)境界セグメントの緩和方式によるジョブ国有領域の拡大,

拡張アドレッシング機能では大きな記憶城を効率よく扱うた

めに,セグメント艮を1Mバイトに拡大している｡･･一一方,ジョ

ブ固有領域とシステム共通領域の境界は,セグメント単位と

したほうが記憶保護を容易にすることができる｡しかし,1M

バイトという大きな記憶単位でこの境界を区切ると,ジョブ

固有領j或あるいはシステム共通領域のどちらかが要求どおり

の領域を確保できなくなる｡この弊害は16Mバイト未満のジ

ョブ固有領〕或の場合,特に顕著になって現われ,先に示した

ジョブ固有領域の拡大の効果が薄れてしまう可能性がある｡

そのためVOS3/ESlでは,システム共通領域とジョブ固有

領域をページ(4kバイト)境界で区切れるセグメント境界の緩

和方式(CSBR二CoIⅧmOn Segment BoundaⅣRelief)をオ

プション機能として提供している｡

(4)両モード実行機能の実現

拡張アドレッシング機能は31ビ･ソトと24ビットのアドレ､ソ

シングモードをもっている｡この機能により,24ビットアド

レッシングのもとで開発された既存のソフトウェア資産をVOS

3/ESlでも活用することができる｡更に,大容量の記憶領域

を必要とするプログラムは31ビットアドレッシングで実行さ

せ,このプログラムから既存の24ビットアドレッシングのプ

ログラムを利用することもできる｡VOS3/ESlは,このよう

な二つのアドレッシングモードを同時に実行することができ

る｡

(5)基本ソフトウェアの拡張アドレッシングサポートの拡充

DB/DCシステムでは,XDMをはじめとするプログラムプ

ロダクトの31ビット化を図り.そのアクセス法ではECS/

VTAM/EA:Extended Communication Support/Virtual

Telecommunication Access Method/Extended Address-

ing,DMF/EF/ES:DataManagementFacility/Extended

Feature/ES(VSAM)で拡張アドレッシングをサポートした｡

言語プロセ､ソサでは,XCOBOL E2(Extended COBOL

ExtendedVersion2),OFORT77E2(OFORT77Extended

Version2),APL/AF(A Programming Language/

AdvancedFacility)で31ビ､ソトアドレリシング環境で動作す

るオブジェクトを生成する機能を提供しており,各々コンパ

イラに指示することによって簡単に生成できるようになって

いる｡特にOFOR′r77E2については,コンパイラ本体が31ビ

ットアドレッシング領域で動作できるようになっている｡
3.3 拡弓長チャネルシステムのサポート

システムの大規模化に伴い,データベースやファイルも大

規模化し,アプリケーションに関係するデータも多くなって

くるため,ディスクに代表される記録媒体へのアクセス頻度

も急増してくる｡また,システムの大規模化に伴う入出力パ

スの増大による制御の複雑化などからくる性能上の問題を解

決するため拡張チャネルシステムECSを開発した｡ECSによ

る拡張機能は図3に示す4項目から成る｡以下,ECSサポー

トでのねらいと,これらの拡張機能との関係について概説す

る｡

(1)システムスループットの向上

システムスループットの向上は,ECSのもつチャネルパス

選択機能とチャネルパス再接続機能によって実現している｡

チャネルパス選択機能は,目的とする入出力装置に対する

複数のチャネルパスの中から空きのパスを選択することと,

入出力の待ち行列処理を行なう機能であり,従来ソフトウェ

アが行なっていたものである｡チャネルパス再接続機能はダ

イアディックプロセッサ構成など,CPU(CentralProcessing

Unit)とチャネルの固定的接続を解消し,どのCPUからでもⅠ/

0装置を起動することができるばかりでなく,入出力完了割込

みなども空きチャネルパスを使用して任意のCPUに割り込む

ことが可能である｡また,ディスクではアクチュエータの移

動とレコードまでの回転待ち時間の間,いったん切r)馳され

ていたチャネルが他の装置とのデータ転送などで使用中であ

っても,その時点で他のチャネルパスを自動選択再接続L,

データ転送することが可能である｡

その結果,従来のチャネル利用率の限界を打破し,高いチ

ャネル利用率を実現している｡

(2)入出力システム構成の柔軟性向上

従来は物理入出力装置アドレスにより入出力装置の指定を

行なっていたか,ECSでは論理入出力装置指定機能による論

理入出力装置番号でのアドレス指定を可能とし,システム構

成の最適化などの構成変更を容易とした｡

(3)システム可用性の向__L

従来,複数プロセッサでのⅠ/0装置の排他制御は当該装置の

占有(リザーブ)で行ない,解除(リリース)はリザーーブコマン

ドを実行したⅠ/0パスで行なっていた｡ECSではこの点を改善

し,別のⅠ/0パスからもりリースを行なえる拡張リザーブ機能

を設け,チャネルあるいはⅠ/0制御装置の障害時別のⅠ/0パス

を用いてリリースできるようにして,システムの可用性を高

めている｡

巴 大量データセット管理機能の強化

4.1データセットの大量･大容量化への対応

データセットの維持,管理,安全運転のための機能は非常

に重要な役割を担っており,そのために今回強化した機能は

拡張チャネルシステム チャネルパス選択機能

チャネルパス再接続機能

論理け0装置指定機能

拡張リザーブ横能

図3 拡張チャネルシステムの機能体系 拡張チャネルシステムは,

四つの機能から構成される.-.
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以下のとおりである｡

(1)データセット管理簿(カタログ削〉,VTOC※l):Ⅴ｡1ume

TableofContents)の構造改善によるデータセット運用管理

の高効率化と割当て削除の高速化(DMF/EF)

(2)処理オーバヘッドの少ないディスクニ重苦き機能

(WDCP:DoubleDiskvolumeControIProgram)

(3)大量データセットの移行に要する負担の軽減,高速化

(DMF/DSM:DMF/DataSetMigration)

4.2 データセット管理機能の強化

DMF/EF(データ管理機能･拡張機構)は､従来のカタログ

(タイプ1カタログ)に代わる新構造のカタログ(タイプ2カタ

ログ)を採用した｡タイプ1とタイプ2の違いは,第一に,タ

イプ1カタログではレコード間のポインタがすべて物理ポイ

ンタであるのに対して,タイプ2カタログのそjlは論理ポイ

ンタとなっている点である｡これによって,タイプ2カタロ

グは一般のVSAM(VirtualStorageAccessMethod)データ

セットと同様にバックアップ,リストアが可能となった｡第

二の違いは,VSAMデータセットに対するボリューム上のス

ペース情報の管理方式の相違である｡タイプ1カタログでは

当該情報をカタログの内部にもっていたが,タイプ2カタロ

グではこれをVTOC内に新設した形式7DSCB(Data Set

ControIBlock)上に記録する方式とした｡従来カタログと

VSAMのボリューム上の配置に関しては種々の制限があり,

大容量化したディスクボリュームの運用を難しくしていたが,

タイプ2カタログでは上述の方式の採用によってカタログと

VSAMデータセットの自由配置が可能となった｡
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ダミー形式5DSCB

形式1DSCB…‥･データセット情報

形式3DSCB=…･拡張エクステント情報

形式4DSCB･…‥DSCB部管理情報

形式7DSCB･･…･タイプ2カタログ管‡里情報

形式O DSCB･=…未使用DSCB

_
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図4 DMF′′/EFの論理VTOC構造 論理VTOC(∨｡lume T｡bl｡｡f C｡.､-

tcrltS)は,データセット名をキーにLた階層構造の索引をもち,最下位レベル

の索引は形式1DSCB(Data Set CorltrOr Block)をポイントLている._.

※1) カタログはデータセット名とボリュームの対応を,VTOCはボリ

ューム内のスペース割当て位置を,それぞれ管理Lている｡
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オンラインプログラム

データ管理

入出力スーパバイザ

+_

正ボリューム

注:略語説明

WDCP

副ボリューム

WDCP(ディスクニ重書き制御プログラム)

ジョブ管理

二重書き
ボリューム

図5 WDCPの位置づけ 二重書きの制御は,入出力スーパバイザと

WDCP(ディスクニ重苦き制御プログラム)によって行なう｡

DMF/EFのもう一つの特徴は,従来のVTOC(物理VTOC)

に代わる新構造のVTOC(論理VTOC)の採用である｡ディス

ク上のデータセットはすべてVTOC内のDSCBで管理してい

る｡このVTOCはディスクのアーキテクチャに依存した物理

的な構造をしており,従来VTOCへのアクセスはこれを前提

としたキーサーチ方式で実現していた｡ディスクが大容量化

し,1ボリューム当たりのデータセット数が非常に多くなる

と,この方式では処理速度が低下し,システム全体の性能が

低下する｡論理VTOCは,ディスクの物理的構造によらない

論理的なVTOCアクセスを行なうことによr),VTOC処理の

高速化とチャネル,制御装置,ディスクの占有率削減を図っ

たものである｡図4に示すように,論理VTOCはデータセッ

ト名をキーとする階層構造の索引をもってお†),データセッ

ト管理情報へのダイレクトアクセスが可能になっている｡ま

た,空きトラックを管理していた形式5DSCBを廃止し,ビッ

トマッ70による管理方式に改めることによr),スペースの割

当て･解放処理の高速化を実現した｡性能改善効果はボリュ

ーム当たりのデータセット数や空きトラック数によr)差があ

るが,典型的な例ではデータセットの割当て･削除に要する

時間は従来の数分の一に減少している｡

4.3 ディスクニ重化による高信頼性の実現

WpCPは,ディスクボリュームを二重化して制御するため

のプログラムであり,ディスク装置の障害に対するシステム

の信頼性を向上させるものである｡WDCPはVOS3の中で図

5に示す位置にあー),二重苦きの制御は入出力スーパバイザ

とWpCPとによって実現される｡論理的な一つのボリューム

をこれらのプログラムが物理的な正･副二つのボリュームに

対応させて制御する｡オンラインプログラムなどの上位プロ

グラムでは,二重化を意識せずに従来と同様な入出力要求が

できる｡

二重苦き対象のボリュームへの書き込み要求であれば,

WDCPは正･副両ボリュームに対して同一内容を書き込み,

読み出L要求であればどちらか一方のボリュームから読み出

す｡このとき,書き込みは正･副両ボリュームに対して同時

に並行して行ない,読み出しは入出力の負荷が一方のボリュ

ームだけに偏らない方式で行なうなど,性能面の配慮をして

いる｡入出力動作で固定的な障害が発生したとき,当該物理

ボリュームを障害ボリュームとして閉そくし,以降は正常な

物理ボリュームだけで処理を続行する｡障害ボリュームが復

旧した場合には,正常ボリュームの内容を複写することによ

り,システムを停止させることなく二重苦き状態に戻すこと

ができる｡また,ハードウェアの二重苦き制御機構のサポー

トによr)､複数CPU間で共用するボリュームの二重苦き制御
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を可能にしている｡

4.4 データセット移行の高効率イヒ

データ管理機能･データセット不多行支援DMF/DSMは,デ

ィスク装置の入れ替えや増設の際に必要な大量のデータセ‥ノ

ト移動グ)自動化と高速化を実現した｡DMF/DSMの設計に当

たっては,データ移動の高性能化と安全性の確保に重点を置

いている｡

データ移動を高性能化するための要点は,入出力回数の削

減とディスク間の負荷分散である｡DMF/DSMでは入力ボリ

ューム対応のマルチタスク構造をもつトラック単位の人出力

方式を採用した｡また,出力ボリューム間にデータセットを

分散配置している｡

データの安全性の確保は,データセ､ソト移動での必要要件

である｡DMF/DSMでは,移動前ポリユ】ムのバ､ソクアップ

才滋気テープがそのままデータセ‥ノト移動の入力として使用で

きるようにし,原データの保存を図った｡また図6に示すよ

うに,データ移動処理の中断によってカタログなどのデータ

セット登録簿中に不正なデータを残さないような処理手順と

した｡これとともに,データ移動処理を独立したタスクで実

行するようにし,データの異常によって棺行処理全体が中断

することを防いでいる｡

DMF/DSMを適用したある事例では,事前準備を含めた工

数は従来の22人日から5人目へ,顧客計算機使用時間は26時

間から7時間へ減少した｡

白 ネットワーク機能拡張

(1)情報処≡哩と通信処理の融合

システムOAや銀行･証券の第二?欠オンラインなどCつシステ

ムは,複数のコンピュータ,分散プロセッサ,高機能ワーク

ステーションなどの特徴を生かすとともに,それらの装置を

ネットワークで結合して実現する高度な情報交授を必要とし

ている｡VOS3システムでは,今回以‾Fグ)点にねらいを定め機

能強化を図った｡

(a)通信メディアの高速化･高品質化への対応(高速ディジ

タル通信,衛星通信などのサポート)

(b)ネットワーク運用･管理グ)充実

(c)DB/DCシステム間通信機能の強化

(d)VAN(ValueAddedNetwork)など各種ネットワー【ク

サービスへの対応強化

(2) ネットワーク運用･管理機能の允一夫

ネットワークシステムの運用を簡略化L,安全で効率的な

操作を実現するために,NETM/OP(Net＼l′〔)rkMalュagement/

OperationAssist:ネットワーク管理･操作支援プログラム)

がある｡NETM/OPを使用することにより,特定のホストコ

ンピュータ(管理ホスト)の操作支‡菱端末から仝システム(他ホ

ストシステムも含めた)のネットワーク構成要素グ)起垂わ･停止

などを集中制御できるた♂),分散Lていたネ､ソトワークオペ

レーションを効率的に行なえるようになる｡例を図7に示す｡

NETM/OPの提供する機能は以下のとおりである｡

(a)VTAMコマンドの簡略化･体系化

オペレータの操作,判断の負担を軽i成するためにVTAM

コマンド体系の事前定義を可能にLた｡特にコマンド列に

条件文を加え,コマンドの実行結果によ-)白動的に?欠に実

行するコマンドを決定することができる｡

(b)VTAMメッセージを簡略化するためのユーザーオウン

コードを挿入できる(表ホテキストの変更,選択など)｡

(C)ネットワークオペレータ間の連絡機能

入力

⊂コ データセット

登言責簿 由
く==ゝ

醍国
く=:ゝ

因
く=>

園
く=}

百

作業用データセット×

を割り当てる√_

データセットAを

Xにコピーする.

データセット名×を

Aにリネームする‖

データセット登録簿中の

ボリューム情報を変更する

入力ボリューム中の

データセットを消去する

図6 DMF′′DSMにおけるデータセットの移動手順 データ移動

処王里の中断によって,カタログなどのデータセット登録簿中に不正なデータを

残さないような処‡里手順としている､

ホストA(管理ホスト) ホストB

NETM/OP､

ECS/VTAM

一VOS8

ネットワーク /

オペレータX ECS/NCP

操作支援端末

(繋ぎ芋荒)
ECS/NCP

NETM/OP

ホストC
注:略語説明など

＼
＼

DDX

パケット

交換網

＼

NETM/OP

ECS/VTAM

′〃

■1.

ヽ1-.

ECS/VTAM

NETM/OP■

ネットワーク

オペレータY

司
操作支援端末

トミナル

ホストD(管理ホスト)

(ネットワークオペレータ用達絡メッセージの流れ)

(VTAMコマントメッセージの流れ)

NETM/OP(NetworkM∂nagement/Operat10nAssISt)

ECS/VTAM(ExtendedCommunicat加Support/Virt]alTeleco[1mU川Cat【｡.､
Access Method)

ECS/NCP(巨CS/Network Co[trOIProgram)

TSS(T■meSharingSystem)

DDX(D■gitalD∂taExchange)
図7 NETM′′■OPのi乗作例 4ホストシステムで構成する広域ネットワ

ークシステム,ネットワ【クオペレータ×がA,Cホストを,ネットワークオペ

レータYがB,Dホストのネットワーク構成要素を運用管玉里Lていることを示L

ている なおネットワークオペレ¶タ×又はYが,全ホストネットワーク構成要

素の運用管‡里を行なうことも可能である.
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(3)DB/DCシステム間通信機能の強化

複数のホストコンピュータ内のDB/DCシステム間を相互に

接続し,各々のシステムのデータベースを相互にアクセスす

るための機能NIF(NetworkInterfaceFeature)を開発した｡

NIFが提供する機能は以下のとおりであり,ⅩDM,TMS-4V/

SP(Transaction Management System-4V/System

Product),DCCM3(Data Communication and ControI

Manager3)などで使用できる｡

(a)UAP(UserApplication Program)を介さないトラン

ザクション転送(分散トランザクション処理)

(b)複数ホストコンピュータ間での問合せ応答,一方送信

メッセージの転送

(C)通番によるメッセージの重複･抜けの防止

(d)多重処理による回線利用率の向上と応答時間の短縮

(4)VANなど各種ネットワークサービス,外部システムとの

接続への対応強化

日本電信電話株式会社を中心に多くのVANサービス業者か

ら各種のネットワーク ニューメディアサービスが次々と発表

されておr),これらは企業での情報処理サービスの対象範囲

の拡大,新事業への展開を図る大きな手段にもなりつつある｡

これらのサービスを使用するためには,あらかじめ定められ

た通信プロトコル(規約)をホストコンピュータでサポートす

る必要がある｡また,これらの各種通信プロトコルは,国内

外の標準化〔ISO(国際標準化機構)のOSI(Open Systems

Interconnection),DCNA(Data Communication Network

Architecture),CCITT(国際電信電話諮問委員会)勧告など〕

との関連が強く,日立製作所ではこれら標準化活動に参加し,

プロトコル開発を行なうとともにその技術を生かして,製品

でのより早い対応を図っている｡図8にVOS3システムでの接

続対応状況を示す｡

代表的な情報サービスに対するVOS3システムが提供する機

能は以下のとおりである｡

CAT端末

ANSER

電話 公衆網

CAFIS CAPTAIN

(DF)
＼

VOS3

CAFIS網

ANSER

DRESS網

DRESS端末

注:DB/DC(×DM,TMS-4V/SP)

FAX

ビデオ

テックス

通信網

＼

lCAPTAIN

D弓払能ハ毒気｡)
＼

＼

DRESS 新ファクシミ
通信

(FD】C)一

新ファク

シミリ
通信網

CAPTAIN

情報センタ

図8 日本電信電話株式会社のj是供するネットワーク情報処王里サ

ービス1婁精機能 vos3,DB.′′DCシステムは各種のネットワーク情報処王里

サービスに対応しており,広土或化する高度情報通信システムの構築を容易にL

ている｡
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(a)CAPTAINシステム

CAPTAIN(CharacterAndPatternTelephoneAccess

InformationNetwork)システムは,利用者が電話とテレビ

ジョンにより,文字と図形で各種の情報サービスの提供を

受けることができるシステムである｡当接続プロトコルは,

OSIの7層プロトコルに準拠しており,VOS3システムでは

DB/DCシステムでセション層までのプロトコルをサポート

しており,UAPは通常のトランザクション処理と同様の処

理レベルでテレビジョンに情報表示できる｡

また,CAPTAINシステムが提供する機能の一つに,

CAPTAINセンタに代わってユーザーが直接テレビジョン

画面をスケジュールできる機能があり,独自サービスが可

能となっている｡しかしこの場合,画像管理,利用者端末

サービスなどの処ヨ璽を行なう必要がある｡これらの煩雑な

処理を吸収し,ユーザーの負担を軽減するために,DB/DC

システムの下で動作するパッケージVCS(Videotex Com-

municationSupport System)がある｡

VCSを使うと,ユーザー独自のビデオテックスシステム

を構築できるとともに,システム開発に伴うユーザー負担

を大幅に軽減できる｡

(b)新ファクシミリ綱(FDIC)接続

新ファクシミリ網サービスの一つであるFDIC(Facsimile

Data Conversion andInterface ControIEquipment)と

VOS3システムを接続して,大形ホストコンピュータ内の情

報をファクシミリに出力することができる｡

DB/DCシステムでFDIC接続をサポートすることによっ

て,データベースの内答を各所にあるファクシミリに直接

出力でき,一般ユーザ】も含めた広域情報サービスが可能

になってくる(ファクシミリからの画像情報マークシート情

報の入力も可能である)｡

上記以外に企業間接続への対応を図るために,業界標準手

順(全銀協ベーシック手順,JCA手順など)をDB/DCシステム,

ファイル転送プログラム(HIFIT系)の両方でサポートし,使

用目的に合わせて選択できるようになっている｡

l凶 結 言

VOS3システムは,高性能･大規模システムを実現する拡張

アーキテクチャなどの実現と,広域システムを実現するため

のネットワーク機能を拡張し,出荷を開始した｡情報処理分

野は,今後,高機能ワークステーション,ネットワーク,大

形システムで実現する大規模データベースが三位一体となっ

た高度情報通信システムにますます指向していくことが予想

される｡VOS3システムは,今回の拡張及び大形システムと

しての適用の実績をベースに,更に高性能化を図るとともに,

ネットワークの中核システムとしての機能強化と,使いやす

く付カロ価値の高いシステムにするため強化していく考えであ

る｡
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